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　　教会年間テーマ～主に愛された者から主を愛する者へ「私は主を愛する」～
きょうかいねんかん しゅ あい もの わたし

　「求めよ。さらば与えられん。」–––この聖句は、イエス様が弟子たちに向かって語られた垂訓の中で
もと あた せ い く さま で し む かた すいくん

も、特に有名な一節かと思います。この意味するところを、今流行りのAIに聞いてみると、「祈り求める者
ゆうめい いっせつ い み いま は や き いの もの

には、神は良いものを与えてくださるという信者の教えであり、転じて、能動的な姿勢が良い成果を生む
かみ よ しんじゃ おし てん のうどうてき し せ い せ い か う

教訓」と、非常に分かりやすく簡潔にまとめてくれました。
きょうくん ひじょう わ かんけつ

　さすがAIだわ、と感心すると同時に私は、やはりAIだ、とも思いました。それはこの解答が、このみこ
かんしん ど う じ わたし おも かいとう

とばを語られたイエス様の真意（みこころ）にまで言及されていなかったからです。聖書を開くと、この聖
かた し ん い げんきゅう せいしょ ひら

句はマタイとルカの二つの福音書に記されています。マタイのほうでは、「求めなさい。…天におられるあ
ふた ふくいんしょ しる てん

なたがたの父が、どうして、求める者たちに良いものを下さらないことがありましょう」とあり、AIのまと
ちち くだ

めと全く相違ないように感じます。しかし、ルカも合わせて開いてみると、「求めなさい。…天の父が、求
まった そ う い かん あ

める人たちに、どうして聖霊を下さらないことがありましょう。」と、その良いものが具体的に何であるの
ぐた いてき なん﹅ ﹅

か、イエス様がはっきりと述べてくださっているのです。
の

　私たちがこの世界で熱心に探し求め、どうしても手に入れなければならないもの…それは物質的な豊かさ
せかい ねっしん さが て い ぶっしつてき ゆた

や名誉など、一時的な心の満たしになるものではなく、神が与えてくださる聖霊であり、それこそが私たち
めいよ い ち じてき こころ み かみ

人間にとって最も素晴らしい賜物（プレゼント）なのだと。
にんげん もっと す ば たまもの

　では一体、この聖霊とはなんでしょう。洋画ではよく、カトリック教会の神父が胸の前で十字を切りなが
いったい よ う が きょうかい し ん ぷ むね まえ じゅうじ き

ら「父と子と聖霊の御名によって」と祈る場面が登場しますね。一方、私たちの教会は、「イエス様の御名
ちち こ み な いの ば め ん とうじょう いっぽう きょうかい

によって」と祈ります。つまり、この天地万物を創造された父なる神、人間の姿でお生まれになった子なる
てんちばんぶつ そうぞう すがた う

神、そしてさらに聖霊なる神が、同じお一人の神であるということです。
せいれい おな ひ と り

　この聖霊の働きについてイエス様は「わたしは父にお願いします。そうすれば、父はもうひとりの助け主
はたら ねが たす ぬし

をあなたがたにお与えになります。その助け主がいつまでもあなたがたと、ともにおられるためにです。そ
の方は、真理の御霊です。…わたしは、あなたがたを捨てて孤児にはしません。わたしは、あなたがたのと
かた し ん り み たま す こ じ

ころに戻ってくるのです。」＜ヨハネの福音書14章 16・18節＞と語られました。
もど しょう せつ

　聖書は、聖霊の働きを「風」や「声」に例えます。目に見えなくとも確かに私たちの背中を押す力強い風
かぜ こえ たと め み たし せ な か お ちからづよ

のように、聖霊は日々私たちを助けてくださいます。そして、目に見えない人の存在を確かなものとする声
ひ び ひと そんざい

のように、聖霊は日々私たちにイエス様のみことばを思い起こさせ、歩むべき道を示してくださるお方で
おも お あゆ みち しめ かた

す。

　この聖霊様の助けと導きによって、弱い私たちが確かに天の御国に帰り着くことができるのです。聖書に
よわ てん み くに かえ つ

こう書いてあります。「またあなたがたも、キリストにあって、真理のことば、すなわちあなたがたの救い
しんり すく

の福音を聞き、またそれを信じたことによって、約束の聖霊をもって証印を押されました。聖霊は私たちが
ふくいん しん やくそく しょういん お

御国を受け継ぐことの保証であられます。」＜エペソ人への手紙１章13～14節＞
う つ ほしょう びと て が み

ショートメッセージ「聖霊なる神」
せいれい かみ
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　　病床やご高齢で教会に足を運ぶことが難しい場合、お呼びいただければ、牧師がどこへでも祈りにお伺いします
びょうしょう こうれい あし はこ むずか ば あ い よ ぼ く し うかが

教会HPはこちら　https://olivetree-christchurch.com

　十字架によって全人類の罪を贖い、三日目に死を打ち破って復活なさったイエス様は、40日もの間、弟子
じゅうじ か ぜんじんるい つみ あがな みっ か め し う やぶ ふっかつ にち あいだ

たちにご自身を現わしてくださいました。そして、天に昇られるまで弟子たちに語られたのは、この父なる
じしん あら のぼ で し

神の約束してくださった聖霊を待ち望むようにということ、聖霊と共に生きることこそが神の国の到来なの
ま のぞ とも い とうらい

だということでした。その命令を信じ祈り続けた弟子たちの上に、ついに天から聖霊が来てくださったの
めいれい つづ うえ き

が、イエス様の復活から数えて50日目の朝のことでした。くしくもこの日は、ユダヤ三大祭りの一つ「五
かぞ あさ さんだいまつ ご

旬節」だったので、キリスト教会はこの聖霊降臨の祝いを「ペンテコステ」（ギリシャ語で50の意）と呼ぶ
じゅんせつ こうりん いわ ご い よ

ようになりました。

　クリスマスや復活祭は、二千年前の出来事を記念して思い起こすお祝いです。しかしペンテコステは、今
ふっかつさい に せ んねんまえ で き ご と き ね ん おも お いわ いま

を生きる私たちが当時の弟子たちと全く同じように体験することができるお祝いです。聖霊様のすばらしさ
とうじ まった おな たいけん

をもっと詳しくお知りになりたい方は、ぜひまず、オリーブの木キリスト教会の扉をたたいてくださいね。
くわ し き とびら

お待ちしています。
ま

求めなさい。そうすれば与えられます。捜しなさい。そうすれば見つかります。　　　　　　　　　　　　
たたきなさい。そうすれば開かれます。だれであれ、求める者は受け、捜す者は見つけ出し、　　　　　　

たたく者には開かれます。＜マタイの福音書７章７～８節＞

私の賛美、主への賛美
さんび しゅ

vol.１　灯台守
とうだいもり

天の御国、そこは、ただ永遠に主を賛美するところ‒‒‒‒‒‒
み くに えいえん

　F姉が、イエス様を信じて洗礼に導かれたのは、昨年
しまい せんれい さくねん

の３月、御年９７歳でのことでした。体の自由がきか
がつ おんとし さい からだ じ ゆ う

なくなり、眠っている時間が増えたF姉がある日、昔
ねむ じ か ん ふ ひ むかし

歌ったある曲が最近耳元でしきりに聞こえること、そ
うた きょく さいきんみみもと き

れが賛美歌のような気がする、という話をしてくれま
さんび か き はなし

した。F姉から聞き取れた歌の一部分を頼りに調べてみ
と うた いちぶ ぶ ん たよ しら

ると、それが「灯台守」という昭和の学校唱歌である
しょうわ がっこうしょうか

ことが分かりました。そしてその原曲が、賛美歌とさ
わ げんきょく

れているということも。確かにクリスマスの聖歌「ふ
たし せ い か

けゆく野原の」と音の運びが非常によく似ています。
のはら おと はこ ひじょう に

また、この曲に「灯台守」と題して歌詞をつけたのは
だい か し

日本人だったのですが、その内容はとても味わい深
にっぽんじん ないよう あじ ぶか

く、それはまさに、F姉の生涯を通して現わされた主イ
しょうがい とお あら

エス様の愛を思わせるものでした。
あい おも

　灯台の光は、闇の中の、道なき海を行く船に、進むべ
ひかり やみ なか うみ ゆ ふね すす

き方向を示してくれるものです。船乗りにとって、その
ほうこう しめ ふな の

光はいのちそのものですが、昔の灯台には、その光が消
き

えたりしないよう日夜を問わず働いていた灯台守がいた
にちや と はたら

のです。F姉が教会にたどり着いたのはその長い人生が
つ なが じんせい

いよいよ終わりに近づいた時でした。しかし、ついにイ
お ちか とき

エス様と出会った時、F姉は気付いたはずです。生まれ
で あ き づ う

た時からどんな時もずっと、イエス様がF姉を守り導い
まも みちび

てくださっていたのだと。この曲を賛美として歌えるよ
う少しだけ歌詞をアレンジして、私たちの教会の賛美リ
ストに加えました。その直後の先月３０日、F姉は９８

くわ ちょくご せんげつ

歳で、平安のうちに天に召されていきました。なぜか耳
へいあん め

元でこの賛美が聞こえたのは、天に帰る準備の一つだっ
かえ じゅんび ひと

たのでしょう。この「灯台守」は、F姉が私たちに残し
のこ

てくれた大きな恵みとして、これからも歌い続けていき
おお めぐ つづ

ます。またF姉と一緒に、天で主を賛美する日まで–––。
いっしょ

凍れる月影　空に冴えて　　　　　　　　
こお つきかげ そら さ

真冬の荒波　寄する小島　　　　　　　　
まふゆ あらなみ よ お じ ま

思えよ灯台　その光は　　　　　　　　　
おも

尊き優しき　神の愛よ
とうと やさ


